
対象品目：全品目

ほ場のリスク管理

ほ場や施設に関する情報の台帳整備
規範項目

５

＊農場管理計画の策定，作業の実施記録や資材の投入記録，および管理計画体系の
改善を行うためには，ほ場の位置や面積等の情報を集約し，作業者全員の共通認識
にすることが重要です。
＊ほ場の台帳及び記号・名称等は，農産物のトレーサビリティを活用する際にも必
要になります。

規範の必要性や背景

○ほ場や施設の位置，面積，隣接地等の情報をまとめた台帳を整備する。

○管理台帳や地図は，事務所や作業場に掲示するなど，作業者全員で情報

共有できるようにする。

取組事項

○ほ場や施設の位置，面積，隣接地等の情報をまとめた台帳を整備する。

○管理台帳や地図は，事務所や作業場に掲示するなど，作業者全員で情報

共有できるようにする。

○ これらの情報をもとに，効率的で的確な作業体系を確立し，作業者や環境

に配慮した農業を実践する。

解 説

ほ場・施設の名称や場所が作業者の間で共通認識されていないと，作業指示や作業記録が正

確にならない可能性があります。効率的で的確な作業を進めるために，ほ場の管理台帳を整備

し(図１)，作業者全員で情報の共有化を図ることが重要です。

台帳の整備にあたっては，位置，面積のほか，地図を記載し，ほ場の特徴や，農薬飛散の可

能性などの留意事項などを記入することで，様々なリスクの低減につなげることができます。
栽培記録（図２)や農薬使用簿[規範項目31(68ページ)参照]，施肥の管理記録などは，ほ場

ごとに作成します。生産に関わるほ場や施設の情報を一元的にまとめた台帳は，生産工程管理
の基礎となるものです。



●ほ場管理台帳（例） (図１）
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【その他注意事項】
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●栽培記録（例） (図２）

◆関連法令等

◆参考情報

・生産履歴記帳モデルシート（茨城県農林水産部産地振興課エコ農業推進室HP)

http://www.pref.ibaraki.jp/nourin/econou/contents03.html

●栽培記録（例） (図２）


